
第 46 回 地域協議会（地域医療支援委員会）議事概要 
 

【日 時】平成 29 年 10 月 27 日（金） 19：30～20：00 

【場 所】人吉医療センター3 階 講堂 

【出席者】岐部 明廣（人吉市医師会会長） 

山田 和彦（人吉市医師会副会長） 

近藤 浩之（球磨郡医師会副会長） 

犬童 裕成（球磨郡医師会理事） 

河内 謙介（西諸医師会理事） 

清水 雅英（人吉市歯科医師会理事） 

山村 礼二（球磨郡歯科医師会理事） 

村田 圭介（人吉球磨薬剤師会会長） 

告吉 眞二郎（人吉市健康福祉部部長） 

有園 良介（伊佐市総務課課長） 

大瀬 敏克（利用者） 

末次 美代（人吉市教育委員会教育長） 

下川 恭弘（人吉医療センター副院長） 

入部 直子（人吉医療センター看護部部長） 

作元 功（人吉医療センター事務部部長） 

西山 三智（人吉医療センター総務企画課課長） 

山田 一裕（人吉医療センター医療福祉連携室） 

宮原 由佳（人吉医療センター医療福祉連携室）     （敬称略 計 18 名） 

【概 要】 

一、 開会（事務局） 

二、 議題（議長） 

1. 登録医承認（事務局） 

登録医、新規登録 2名、登録削除 2名、現在登録医数 246 名 

→全会一致で承認。 

 

2.研修医の地域研修について（事務局） 

 前回の協議会にて「人吉医療センターで研修している研修医を地域の医療機関でも研修しては 

どうか。」とのご意見有。 

→臨床研修医の地域医療機関での研修については、研修認定機関での研修が可能。現在、4 機関

認定有。認定を受けて頂く事で研修医の研修も可能となるため、希望があれば、ご相談ください。

離島研修で沖永良部島の研修も行っている。 

 

3.要望・ご意見（人吉医師会から 山田協議員） 

①救急隊への要望 

転院搬送の際、救急車に収容してから出発するまでに時間がかかっている。救急隊のバイタルチ

ェックなどのマニュアルがあるかと思うが、バイタルチェックは搬送元でも行っているため、速

やかに出発してほしい。人吉医師会でも機会があれば話したいと思うが、人吉医療センターでも

救急隊との話し合いの機会があれば出してほしい。 

→月１回の救急隊も参加する救急カンファにて出すこととする。 

 

 

 ②発達外来の継続依頼 



平成 30 年度以降の発達相談外来を継続してほしい。 

平成 26 年 10 月～人吉医療センターに発達相談外来が開設されている。熊本県の予算の関係上、 

平成 30 年度以降の継続が危惧されているという情報あり。人吉球磨地域には乳幼児に特化した

専門医が不在であり、特に未就学児における発達相談の場が重要。外来では年間 15－30 名、年

間出生数の約 5％弱の未就学児が受診されており、ここ数年、子どもの貧困や生活学習支援の必

要な児童が増えており、継続を希望する。また、地域として、市町村行政も含めて要望を県にあ

げて欲しい。 

 

事務局長：現状として 29 年度以降、県からの補助金は入ってきていない。ただ、人吉球磨の市 

町村と人吉医療センターと協力して月 2回行ってきた。それも 1年で終了しているた 

め、現在は人吉医療センターのみで負担し、月１回継続しており、今後平成 30 年度

以降も継続予定。 

 

③患者の転院について 

急性期の治療後、転院してきた患者さんについて、人吉医療センターは診療科が多いため、原因

不明の熱や何らかの症状があるなどの問題がある場合、他科に紹介するなどして一定の方向性を

立てた上で転院させてほしい。そうしないと再度戻すということもありうる。 

 

下川副院長：こういうことがないようにしていく。原因不明の熱がある場合は転院延期し、他科

に紹介し、原因詮索をした上でお願いしていきたい。 

岐部協議長：高齢者が多く、様々な疾患を抱えており完治をというのは難しい。 

山田協議員：一定の方向性をつけてもらえばよいと思う。 

 

 ④熊本県メディカルネットワークについて 

  熊本全県下で動きだしているが、本格的に稼働しているのは水俣・芦北地域。患者さんの情報を

各医療機関で共有し、患者さんが移動したときや紹介・逆紹介などの時に検査データ含め納得し

たケアができるためにと動き出した。人吉球磨は、人吉医療センターの同意数が一番多く、次が

外山胃腸病院となっている。当地域はパイロット地区にもなっており、開業医同士では微々たる

ものであるため人吉医療センターが中心になって動いてほしい。ネックになっているのは、アク

セスするのに日本医師会の医師資格証が必要となるが、有料。費用の面については水俣の事例を

聞くと、紹介逆紹介時の費用でまかなっていると聞いている。そういったことも参考にしながら

進めていってほしい。 

 

 事務局長：医師1人1万円かかるということで、JCHOの規程で病院として支出することができない。   

      県全体でやっていることであるので、近々許可がでるのではないかと考えている。 

山田協議員：医師会に入らずとも、医師資格証は持っていれば、そこまでしない。5000 円程度に 

なっていると思う。ネットワークを使えば紹介や逆紹介が増え、加算でまかなえると 

思う。熊本県下で進めているプロジェクトで人吉球磨はパイロット地区で始めている

ので何とかして欲しい。 

事務局長：電子カルテの入れ替えに伴い、新しい Windows となったため、今後進めていけるかと思

う。次回進捗状況を調べて報告する。 

 

4.その他:特になし  

三、 閉会（議長） 

－以上－ 


